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1. PLC と医療におけるニーズ 
PLC(Power Line Communication)は、

電力線を用いた IP コミュニケーションで

ある。日本では 2006 年に利用が解禁され

た。医療機関では、例えば次のような条件

にある中小規模の機関においてニーズが

あると考えられる。 
 有線 LAN を設置したいが配線路が

確保できない場合 
 通信すべき地点数が少ない場合 
しかし PLC の使用は、放射電磁界によ

る医療機器へ影響、もしくは電源に重畳す

るノイズによる医療機器への影響といっ

た不安をもたらしている。厚生労働省は、

通信を管轄する総務省や本医師会などに

PLC が医療機器へ影響を与える可能性が

あることを文書で通知した[1]。このため

医療機関において PLC は普及していない。

しかし実際に PLC が医療機器へどのよう

な影響を与えるかどうかは十分には検証

されていないといってよい。 
今回は、科学的な根拠をもって、より強

く世間に対して訴求すべく、高速電力線通

信推進協議会(PLC-J)と日本生体医工学

会専門別研究会「医療電磁環境研究会」が

協力して事業を立ち上げることとした。 
2. 何を調べるのか 
確認すべきは次の２点である。 
 医療機器使用環境における電源品質

への影響 
 放射電磁界による医療機器への影響 

どちらも全くないことを期待するが、実

際には存在する可能性は排除できない。 
そこで、電源品質への影響として PLC

使用時と不使用時の電源波形を測定し、ま

た放射電磁界による影響として放射電磁

界の測定および医療機器への影響調査が

必要と考えられる。ここでは、それぞれの

測定及び調査について、考えられる具体的

内容を示す。なお医療機関での使用を主な

対象とすることから、PLC 機器の使用は

屋内に限定して考える。 
調査１．電源品質への影響 
PLC 機器は電源の質に影響を与えるこ

とが考えられる。具体的には、大きな電圧

変動には至らないものの、歪みを生じる可

能性がある。電源品質が影響する具体的医

療機器の例として心電計、脳波計、筋電計

等の生理機能検査機器および生体情報モ

ニタ等の生体信号測定機能を持つ機器が

考えられる[2]。 
そこで、PLC 機器を使用することによ

る電源歪みを測定すること（測定１）が考

えられる。具体的には、安定化電源を用意

し、波形記録機器を用いて電源波形を記録

し、違いを調べることで可能と考える。測

定条件は、PLC 使用時(データを流した場

合)、PLC 使用時(流していない場合)、PLC
不使用時の 3 つが考えられ、対象周波数は

商用周波数から 30MHz 程度までと考え

る。 
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調査２．放射電磁界による影響 
  (１)放射電磁界の測定 
現実的には抵抗値が0Ωの接地は存在し

ない。JIS においては、家庭用・医療用共

に接地抵抗は 10Ω まで許容されている。

従って、無負荷状態の電源コンセントであ

っても、そこからの放射電磁界は存在する

といってよく、その結果医療機器からの放

射電磁界が測定される可能性がある[3]。
そこで、次の測定を行う必要があると考え

る。 
測定２：PLC 不使用時の電源からの放

射電磁界 
接地抵抗が既知または測定可能な一般

家庭の電源および JIS T1022 準拠電源(医
療用電源)における、電源周辺の放射電磁

界を測定する。これは無負荷の状態で測定

する。 
測定３：可変抵抗を用いた電源からの放

射電磁界 
JIS T1022 準拠電源(接地抵抗値が既知

であること)の接地線に可変抵抗を挿入し、

抵抗値と電源周辺の放射電磁界の関係を

観察する。これも無負荷の状態で測定する。 
測定４：PLC 使用時における放射電磁

界 
JIS T1022 準拠電源(接地抵抗値が既知

であること)の接地線に可変抵抗を挿入し、

これに PLC 機器を接続して、通信無し及

び通信中の状態で、電源周辺の放射電磁界

を測定する。 
 (２)医療機器への影響調査 
以上の測定結果を基に、同様の電磁波を

再現して、医療機器へ照射することで影響

を調査する。（実験１） 
実験では、上記の測定２～測定４により

得られるべき周波数分布を持つ電磁界を

発生させ、アンプを用いて出力を一定値に

あげた上で複数の医療機器に照射し、

EMI(電磁波障害)発生の有無を観察する

ことが考えられる。 
3. 測定等における条件について 
各調査のうち、測定１および(２)の実験

１は電磁シールド室を用いて行うことが

望ましいが、使用が必須ではないと考える。

これは、対象周波数範囲がきわめて広く、

電磁シールド室が対象とする範囲を超え

るためである。 
JIS T1022 に準拠した電源は、必要があ

れば作成することも考える。 
4. 予想される結果について 
各測定および実験１の結果を分析した

上で、PLC 使用の医療環境における安全

性を判定したいと考えている。 
測定については、測定１が許容範囲内で

あれば、医療における PLC 機器使用によ

る電源への影響は無いか、小さいと言える。 
一方、実験については、実験で照射する

電磁波の出力が実際の測定結果よりも強

いことが想定されるので、EMI が見られ

た場合であっても、照射した強さまで強め

て初めて障害が起きるのであって、それよ

り小さな値では障害は起きないと言って

よい。 
5. 実験期間・公表等 

来年度に取り掛かり、遅くとも再来年度

末までには終了させたい。また結果は当研

究会内および PLC-J において発表の場を

設ける予定である。 
最終的には報告書を作成するなどして、

広く周知したいと考えている。 
皆様には、ご協力及びご意見を賜りたい。 
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